
事業事前評価表 

 

国際協力機構アフリカ部アフリカ第二課 

 

１．案件名（国名） 

国名：ガーナ共和国  

案件名：アッパーウエスト州地域保健施設整備計画 

Project for the Development of CHPS Infrastructure in the Upper West Region 

２．事業の背景と必要性  

(1) 当該国における保健セクターの現状と課題 

ガーナ共和国（以下、ガーナ）では、妊産婦死亡率は 224（出生 10 万対、UNICEF2007 年）、

5歳未満児死亡率は 76（出生 1,000 対、UNICEF2008 年）と他のアフリカ諸国と比べても劣

悪な状況であり、母子の高い死亡率が深刻な問題として挙げられる。とりわけ国内貧困地

域である北部のアッパーウエスト州では、これら母子保健の指標は全国平均を大きく下回

っている。 

ガーナ保健省は 1999 年に「Community Based Health Planning and Services（CHPS）」

プログラムを開始し、コミュニティと家族の健康維持増進に係る活動を促進するために、

「2015 年までに 1,706 箇所のヘルスポスト（CHPS コンパウンド ）を設置すること」、「2015

年までに、全ての国民が CHPS サービスを受けられるようになること」を目標としている。

CHPS プログラムでは、地域保健師が CHPS コンパウンドに常駐し、簡単な疾病の処置、予

防接種、各種保健指導、重症例の上位医療機関への照会を行うなど重要な役割を担ってい

るが、この CHPS プログラムを促進・定着させるには、特に地方部における CHPS コンパウ

ンドが不足している状況である。 

(2) 当該国における保健セクターの開発政策における本事業の位置づけ 

ガーナ政府の最新の保健セクター中期計画（THE HEALTH SECTOR MEDIUM-TERM DEVELOPMENT 

PLAN: 2010–2013)において、保健と栄養サービスへのアクセスに対する格差是正が目標の

１つとして掲げられ、そのための戦略として CHPS プログラムの拡大が挙げられている。ま

た、2010 年に保健省（MOH）と国連が発行したミレニアム開発目標促進枠組み国家行動計

画（Millennium Development Goals Acceleration Framework Country Action Plan）では、

MDG4（乳幼児死亡率の削減）と MDG5（妊産婦死亡率の削減）の達成が国の最優先事項であ

ることが明示され、そのための介入方法として CHPS ゾーンの拡大が挙げられている。 

(3) 保健セクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

 2010 年 9 月に発表された国際保健政策（2011-2015）においては、目標として「妊産婦

と新生児の死亡率削減のための効果が証明されている保健サービスパッケージの導入と、

乳幼児の死亡率削減のための効果の高い保健施策の拡大を通じ、妊産婦と乳幼児死亡率の

更なる低下を目指す」を掲げている。この目標達成のための具体的な案としてはコミュニ

ティ・ベースの予防及び治療ケアの強化、施設ベースの予防及び治療ケアの強化、コミュ

ニティと施設をつなぐシステム強化が挙げられており、本プロジェクトの内容との整合性

が高い。また、当該案件に関わる近年の主な援助実績は以下のとおり。 
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・アッパーウエスト州地域保健機能を活用した妊産婦・新生児保健サービス改善プロジェ

クト（2011-） 

・アッパーウエスト州地域保健強化プロジェクト（2006-2010） 

・アッパーウエスト州基礎的医療機材整備計画（2006） 

・青年海外協力隊派遣 

・感染症対策（EPI）（技術協力個別案件） 

(4) 他の援助機関の対応 

・USAID：2004～09 年において、国内 7州での研修や機材供与等を含めた CHPS 全国展開の

ための協力を実施。2009 年からは、グレーターアクラ、セントラル、ウエスタンの 3州に

おける州・郡保健行政の組織強化や州内 CHPS コンパウンドに対する機材供与等を実施中。 

・UNICEF：2008 年に、アッパーウエスト州での 15 棟の CHPS コンパウンド建設に対して資

金援助。その後も子どもへの支援の一貫として、母子保健状況改善のための介入パッケー

ジである High Impact Rapid Delivery（HIRD）を推進している。 

・UNFPA：2006 年より、リプロダクティブヘルスの改善に取り組み、CHPS コンパウンドの

建設も含めた CHPS プログラムへの協力を行ってきた。現在は、HIRD の促進支援のほか、

緊急産科ケアサービス、医療品のロジスティクス能力強化などを実施中。 

３．事業概要  

(1) 事業の目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

本事業は、アッパーウエスト州において、CHPS コンパウンドの建設並びにそれに付帯す

る機材を供与することにより、母子保健にかかるサービスの拡充を図る。なお、本事業は

住民に必要とされる保健サービスへのアクセス向上を目的に実施された「アッパーウエス

ト州住民の健康改善プログラム」（2006-2010）の後継プログラムである「アッパーウエス

ト州母子保健システム強化プログラム」（2011-2015）に位置づけられる。 

(2) プロジェクトサイト/対象地域名 

 アッパーウエスト州 

(3) 事業概要 

1) 土木工事、調達機器等の内容  

  CHPS コンパウンド 73 棟、基礎的医療機材・医療家具・訪問活動品など計 35 品目。 

2) コンサルティング・サービス/ソフトコンポーネントの内容 

調達代理機関として指定される JICS（Japan International Cooperation System）

が、協力準備調査を実施した本邦コンサルタントと契約を行い、同コンサルタント

がプロジェクトの施工監理を行う。 

(4) 総事業費/概算協力額 

 総事業費 9.96 億円（概算協力額（日本側）：9.89 億円、ガーナ共和国側：0.07 億円） 

(5) 事業実施スケジュール（協力期間） 

2012 年 5 月～2014 年 6 月を予定（計 26 ヶ月。詳細設計、入札期間を含む） 

(6) 事業実施体制（実施機関/カウンターパート） 

 保健省およびガーナヘルスサービス 

(7) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1) 環境社会配慮 
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① カテゴリ分類：C 

② カテゴリ分類の根拠：小規模な保健施設整備のため、環境や社会への負の影響はな

い。 

2) 貧困削減促進：一次医療サービスへのアクセス改善により、特に貧困層の経済面での

負担を軽減し、貧困削減に資する。 

3) ジェンダー：地方住民のうち母子（特に妊産婦や乳幼児）への保健強化を見据えた協

力であり、母子保健の状況が改善される。 

(8) 他援助機関等との連携・役割分担 

本事業は「アッパーウエスト州母子保健システム強化プログラム」（2011-2015）の中核

を担っており、技術協力プロジェクト「アッパーウエスト州地域保健機能を活用した妊産

婦・新生児保健サービス改善プロジェクト」（2011-2016）との連携（技プロによる支援型

監督指導を通じた住民参加促進活動の状況把握など）によるシナジー効果が期待される。

本事業実施に当たっては、他プロジェクトの進捗を踏まえた上で、大幅な遅延なく実施さ

れる必要がある。また、UNICEF がアッパーウエスト州の 3郡を対象として、母・新生児・

子供の健康（MNCH: Mother, Neonatal and Child Health）に関する機材の供与を計画して

おり、当該計画との重複を避ける必要がある。なお、アッパーウエスト州保健局による調

整のもと、CHPS コンパウンド建設に向けた住民参加促進およびサイト内樹木伐採、CHPS コ

ンパウンドへの生活家具の設置、CHPS コンパウンド建設サイトにおける井戸の水質管理等

はガーナ側により実施される。 

(9) その他特記事項：特になし 

 

(1)事業実施のための前提条件 

建設サイトにおける地域住民への説明・協力促進についてはガーナヘルスサービスが行

うこととなっており、建設用地の提供、地域住民による建設用地内の樹木伐採の協力等が

得られる必要がある。 

(2)プロジェクト全体計画達成のための外部条件  

 ガーナ国の開発戦略や保健・医療戦略において、今後も CHPS プログラムが重要政策とし

て位置づけられ、財源、人材、資機材が適切に割り当てられる。 

 
 

(1)類似案件の評価結果 

2006～2010 年に実施された技術協力プロジェクト「アッパーウエスト州地域保健強化プ

ロジェクト」の実施結果から、CHPS が機能するためには地域住民の参加・協力が重要であ

ることが示唆されている。 

(2)本事業への教訓 

本事業における CHPS コンパウンド建設にあたっては、ガーナ側による建設予定地への住

民参加促進活動が完了あるいは完了予定であることを前提とする。 

６. 評価結果 

以下の内容により本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 

(1) 妥当性  

４. 外部条件・リスクコントロール 

５. 過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 
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本事業は 2．事業の背景と必要性で記述のとおり、ガーナのニーズおよび開発政策、な

らびに我が国の援助方針と十分に合致している。また、当該記述のとおり 2015 年までの政

府目標を達成するために、本案件の必要性及び緊急性は高い。 

(2) 有効性 

1) 定量的効果 

指標名 基準値（2010 年） 目標値（2016 年*1） 

アッパーウエスト州における CHPS の人口

カバー率（％）*2 
29 *4 50 *5 

アッパーウエスト州における医療従事者

による分娩介助率（％） 
46 *4 75 *6 

アッパーウエスト州における 3種混合ワク

チンの予防接種率（％）*3 
83 *4 90 *7 

*1: Government of Ghana - UNICEF Country Programme, 2012-2016 に沿って 2016 年にて設定 

*2: CHPS の人口カバー率とは、アッパーウエスト州の総人口における各 CHPS に定められている管轄区域（ゾーン）に 

居住する人口の割合を指す 

*3: ガーナにおける 3種混合ワクチン予防接種（生後 11 ヵ月までに 3回）を全て完了した乳幼児の割合を指す 

*4: Upper West Regional Health Services 2010 Annual Report, 2011 

*5: アッパーウエスト州保健サービス・CHPS ユニット資料（2011）より算出 

*6: Government of Ghana - UNICEF Country Programme, 2012-2016 

*7: Government of Ghana - UNICEF Country Programme, 2012-2016 より算出 

 2) 定性的効果 

一次医療施設へのアクセスが容易になることから、妊産婦の産前・産後検診数の増加や

乳幼児の予防接種率増加等が見込まれ、アッパーウエスト州における母子保健の改善に貢

献する。 

７. 今後の評価計画 

(1) 今後の評価に用いる主な指標 

  6.(2) 1)のとおり。   

(2) 今後の評価のタイミング 

  ・事後評価    事業完成３年後 
以 上 


